
おやじの会、梅村庭園で五月人形展
自宅で眠る五月人形を公開Y子どもの健やかな成長をY

　５月９日、八雲町民センターにて八雲ライオンズクラブ主催「少年の
主張八雲大会」が開催されました。
　小学生の部11名、中学生の部16名が参加し、関係者が見守る中、自
分が伝えたい学校の出来事、家族への思いなどを力強く主張しました。
最優秀賞は小学生の部は林美姫さん（落部小）、中学生の部は笹森一希
さん（熊石第二中）が受賞し、渡島大会へ出場します。会場に訪れた人
達は、各発表に対し感心しきりで大きな拍手を発表者へ送りました。

第32回少年の主張八雲大会
私たちは、この事を伝えたいY

　４月25日、木彫り熊資料館のリニューアルされ
た木彫り熊講座室にて「木彫り熊講座」が始まりま
した。講座が再開されてから３年目となる今年は、
経験者７名、初心者６名の13人となり、キャンセ
ル待ちの申し込み者がいるほどの人気の講座となっ
ています。この日は「吠熊」「這熊」を作るため、
のこぎりやノミ等を用い木のブロックを型紙を使っ
て切り出す作業を行いました。今年初参加という女
性は「八雲の歴史や住民の気持ちを感じたいと思い
受講した。木彫り熊をつくるのは難しい。講座の中
で技術を学んでいきたい」と、力強く木を彫りまし
た。

木彫り熊講座開始
八雲の木彫り熊の技術を学ぼうY

　４月19日～５月５日、梅村庭園にて「おやじの会」が主催となり五月人形展
を開催しました。人形展は８年ほど前に、自分の子どもなどが成長し自宅で飾
られなくなった五月人形を、町内の子どもらに見てもらいたいと始まりました。
80年ほど前の兜や手作りの金太郎など、おやじの会が寄付を受けたものや今回
借りたもの25点が梅雲亭の座敷に飾られ、町内外の観覧者が訪れました。梅村
庭園へ散歩に来たという八雲幼稚園生18人は人形や兜を見て「かっこいい！」
「恐い！」「かわいい！」と思い思いに人形を楽しみました。

　５月12日、八雲総合病院で八雲高校の２年生14
名が１日看護師として看護現場を体験。八雲総合
病院が看護の日にちなみ、患者さんとのふれあい
を通し、看護の喜び・心を学び、後の進路の参考
のため開催したものです。生徒たちは、各専門病
棟に分かれ説明を受け、病室で患者とのコミュニ
ケーションや新生児人形での沐浴など体験しまし
た。生徒は「体験して大変さと喜びも感じること
が出来た」と目を輝かせました。

看護の日・看護週間
八高生「看護1日体験」

医療の現場を体験Y
看護の心を学ぶY

　５月10日、キソンペタン川治山ダムにて「八雲
町内水面自然保護協会」会員20人が魚道清掃を行
いました。魚道は、産卵で海と川を行き来する魚
や、川に根付く魚が、分断された川を渡る命の道
です。協会では昭和60年頃から八雲地域の魚道清
掃を行っています。魚道に溜まる石や葉、流木を
スコップなどを利用しながら清掃を実施。参加者
は「昔、多くの魚が魚道に入れず清掃するのを
待っていたのを見て感動した。可愛い魚たちのた
めに魚道清掃を続けている」と清掃の必要性につ
いて訴えました。

キソンペタン川 魚道清掃
海と川、命の道をつなぐためにY

相沼小学校、
地震・津波避難訓練

いのちを守る大事な訓練Y

　５月16日、熊石第一中学校と熊石高校及び渡島檜山管内の吹奏楽部の
主催による合同コンサート「コンサートinくまいし」がふれあい交流セ
ンターくまいし館で行われ、会場に訪れた約140人の聴衆が素敵な音色
に聴き入っていました。函館市で第一線で活躍する演奏家の方々を招き、
吹奏楽部の生徒達や地域の方々にも生の音楽に触れてもらおうと企画さ
れたもので、アルマ・スリフトさんのバイオリンの独奏を皮切りに、フ
ルート、バイオリン、ピアノによるドキュメンタリー番組「情熱大陸」
のテーマなど、バラエティーに富んだ演奏が披露されました。普段なか
なか聴くことの出来ないメンバーによる演奏とあって、会場の生徒らは
熱心に聴き入っていました。

コンサートinくまいし
演奏を聴いて、学んで、楽しんでY

　４月20日、相沼小学校（児童21人）で、日本海南西沖地震を想定した
地震・津波の避難訓練が行われ、全校児童や教員、保護者など約40人が
参加しました。津波の発生を知らせる校内放送が流れると皆一斉に約
400ｍ離れた高台の避難場所を目指しました。児童たちは先生達との約
束である「『お』さない『か』けない『し』ゃべらない『も』どらな
い」をしっかり守り、真剣に避難訓練に取り組んでいました。訓練に参
加した６年生の能登谷夢月さんは「いつ地震が起こるかわからないので、
この避難訓練で習ったことを生かしたい」と話していました。

　５月20日、熊石漁港で、熊石地域マリンビジョ
ン推進協議会によるニシンの稚魚の放流が行われま
した。かつてニシンの豊漁で繁栄を誇った檜山沖の
回復を目指そうと、せたな～上ノ国、奥尻の日本海
沿岸６町でニシン稚魚の放流が順次行われており、
この日は、熊石保育園の15名による放流式が行わ
れました。はじめに、檜山南部地区水産技術普及指
導所の職員からニシンの生態などについての説明が
あり、園児たちは水槽の中のニシンの稚魚に興味
津々で覗き込んでいました。続いて、海面まで渡し
たパイプの上に、一人ひとり順番にそっと稚魚を放
し、「元気に大きくなって帰ってきてね」と手を振
りながら海へ放流しました。

ニシンの稚魚放流式
熊石地域マリンビジョン推進協議会

ほえぐま はいぐま
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